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この人の文章の中に、「民元以来我国在政制上的伝統錯誤」（『国聞週報』第 10 巻第 44 期




































































































時期的にはやはり 1912 年だと思います。30 年代になると、私もきちんと調べてはいない
のですが、バジョットの話とは違うことになってくるのだと思います。ただ 12 年に憲法に
関する話が、盛んに行われている中で、何人かがバジョットの議論を活用していたと考えら
れます。 
 
水羽 
 となると、この時期だと日本経由と考えてよろしいでしょうか。それとも直接イギリスか
ら導入されたのでしょう 
 
森川 
 私の博士論文で取り上げた章士釗によると、直接イギリスのものを読んでいたようです。 
 
水羽 
ありがとうございました。 
 
全体討論 
丸田 
それでは休憩時間が過ぎましたので、引き続き今のお二人の報告を受けて金子先生の方
から 20 分程度で応答をいただきまして、それからの全体の議論というふうに進めていきた
いと思います。よろしくお願いします。 
 
金子 
丁寧なコメント、ありがとうございました。お二人のご質問が重なっているところもある
ので、そのあたりは適宜組み合わせながらお答えしたいと思います。 
まず奈良先生のご議論ですが、日本史では幕末から明治初年にかけての時期は、むしろ議
会論の方が盛んで行政というか内閣に関する発想が弱いというご指摘は、民国期と重なる
